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報告書について                                   

 

枚方市口腔保健支援センター報告書は、「枚方市歯科口腔保健計画」にかかげる目標項目

のうち、主に経年的にデータ集積できる項目の現状値と課題をライフステージごとに【現状

と課題】としてとりまとめている。また、口腔保健支援センターとして実施した、歯科口腔

保健推進のための取組を【令和７年度の取組】として報告するものである。 

 

 

口腔保健支援センターの設置                             

 

平成 28 年４月に保健センター内に、大阪府に続いて大阪府下で２か所目の口腔保健支援

センターを設置した。 

口腔保健支援センターは、歯科口腔保健に関連する機関や団体との連絡調整を図り、各関

係機関の取組を支援するとともに、乳幼児期から高齢期までの生涯にわたる歯科口腔保健施

策を総合的に推進する役割を担う。 
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ライフステージ別の課題と取組                      

令和６年３月に第２次枚方市歯科口腔保健計画（以下「第２次計画」と称する）を策定し、

ライフコースアプローチを踏まえた疾患予防に取り組んでいるが、本報告書ではライフステ

ージごとの課題を明確にするためにライフステージ別で作成するものです。 

ライフステージは乳幼児期（0～6歳）、学齢期（7～18 歳）、成人期（19～59歳）、高齢期

（60歳～）と設定している。 

 

■乳幼児期の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・１歳６か月児、２歳６か月児及び３歳６か月児のう蝕有病率 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

（令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

３歳児でのう蝕のない児の増加 92.4％ 95.6％ 95％ 

 

１歳６か月児、２歳６か月児及び３歳６か月児のう蝕（むし歯）有病率は、全ての年齢に

おいて年々減少傾向にある。 

令和７年度の「３歳児でう蝕がない児の割合」は 95.6%で、第２次計画の目標値を達成し

た。平成 27年以降、う蝕のない児は年々増加傾向にはあるが、乳幼児期にう蝕のある児は、

学齢期にう蝕経験歯数が増加する傾向にあるため、引き続き乳幼児期のう蝕（むし歯）の減

少に向けた取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により２歳６か月児歯科健康診査は中止して、 

２歳６か月児歯科相談会（希望者にはフッ素塗布あり）を実施 

 

目標値 

98.9%
99.1% 99.4%

99.3% 99.4% 99.2%
99.1%

99.1% 99.5% 99.4% 99.6% 99.8%

94.3%
95.4% 95.6%

96.6% 97.3% 97.2% 97.0%
98.4% 98.3%

98.1% 98.3%

85.3% 85.3%
87.2%

88.3%
90.2% 90.3%90.2% 91.0%

92.4%
94.3% 94.4%

95.6%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

むし歯のない児の割合

1歳6か月児 2歳6か月児 3歳6か月児

（※） 
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・３歳児でう蝕が４本以上ある児の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 実績値 

(令和 7年度) 

３歳児でう蝕が４本以上ある児の減少 1.2％ 

 

 国の策定した『歯・口腔の健康づくりプラン』において、健康格差を把握するための指標

として設けられている「３歳児でう蝕が４本以上ある児の割合」は、令和 7年度は 1.2％で、

割合は経年的に減少している。また、国のベースライン値の 2.1%（R6 年度）や、大阪府市

町村歯科保健実態調査の 2.3％（R6年度）よりも低い割合になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３歳児で不正咬合等が認められる児の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 実績値 

(令和 7年度) 

３歳児での不正咬合等が認められる児の減少 18.5％ 

 

第 1次枚方市歯科口腔保健計画（以下「第 1 次計画」と称する）では「３歳児で不正咬合

等が認められる児の割合」を目標項目として定めていたが、３歳児の不正咬合は経過観察に

なることが多いため、国の『歯・口腔の健康づくりプラン』においては、目標項目として除

外されたため、第２次計画においても目標項目としては設定していないが、経年の推移を把

握するものである。令和７年度は 18.5％で、令和２年度以降は経年的に増加傾向を認める。 

国の目標値 

2.8%

3.2%

1.9%

2.1%

1.4%
1.2%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

R2 R3 R4 R5 R6 R7

3歳児でう蝕が4本以上ある児の割合
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・３歳児のかかりつけ歯科医を有する人の割合 

＜個別項目＞ 

項目名 策定時 

（令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

３歳児のかかりつけ歯科医を有する

人の増加 

40.2％ 41.6％ 44％ 

 

前述の３歳児の不正咬合への対応は、経過観察になることが多く、治療に至ることはない

ため、「かかりつけ歯科医」をもち定期的な経過観察と、適切な時期に早期に治療に移行す

ることが重要であるため、第２次計画で新規に本項目を目標項目として設定している。 

 令和４年度より 3歳児の「かかりつけ歯科医」を有する割合は横ばいで推移しており、今

後も早期から「かかりつけ歯科医」を持つことの啓発が必要である。 

 

12.4% 12.2%

10.3%

12.9%

11.9%

12.8%

11.7%

15.2%

15.9%

17.7%
18.2%

18.5%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

不正咬合等が認められる児の割合
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     ※数値は３歳６か月児健診の歯科健診の場における個別での聞き取り結果より 

 

・乳幼児健診におけるフッ素塗布状況 

乳幼児健康診査において、う蝕予防対策としてのフッ素塗布を希望者に実施。 

【各健診（歯科）におけるフッ素塗布実施人数】 

令和 7年度 健診受診人数 フッ素塗布実施人数 塗布を受けた割合 

１歳６か月児健康診査 2,324人 2,267人 97.5％ 

２歳６か月児歯科健康診査 2,203人 2,125人 96.5％ 

３歳６か月児健康診査 2,444人 2,273人 93.0％ 

 ３歳６か月児は「かかりつけ歯科医」において、定期的にフッ素塗布を受けている児も多

くなるため、乳幼児健康診査の機会にフッ素塗布を希望する児の割合は減る傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 

40.2%
41.0%

42.6%
41.6%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

R4 R5 R6 R7

かかりつけ歯科医のある児の割合（3歳児）
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■学齢期の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・12 歳児でう蝕のない人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

12歳児でのう蝕のない人の割合の増加 80.2％ 83.0％ 95％ 

  ※永久歯にう蝕経験のない人の割合 

 

市内公立学校における「歯科健康診断」によると、「12 歳児でう蝕のない人の割合」は、

令和７年度は 83.0％であった。第２次計画策定時値（令和４年度）よりほぼ横ばいで推移し

ており、改善していない状況であるため、更なる取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第２次計画では学校保健統計と合わせて永久歯のみにう蝕経験のない人の割合に変更 

 

・中学生・高校生における歯肉に所見を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

中学生・高校生における歯肉に所見を

有する人の減少 
15.1％ 11.5％ 10％ 

 

市内公立学校における「歯科健康診断」の結果によると、「中学生・高校生における歯肉

に所見を有する人の割合」は、令和７年度は 11.5%であった。第１次計画策定時（平成 26年

度）よりも所見を有する人の割合は改善傾向にはあるが、近年は約 11～15％前後で推移し

ており、さらなる減少のために今後も継続した取り組みが必要である。 

目標値 

80.2%
81.1% 81.0% 83.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

R4 R5 R6 R7

12歳児でう蝕（むし歯）のない人の割合
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■成人期の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・20 歳代における歯肉に炎症所見を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

20 歳代における歯肉に炎症所見を有す

る人の減少 
40.0％ 36.0％ 15％ 

 

「成人歯科健康診査」の結果によると、「20 歳代における歯肉に炎症所見を有する人の割

合」は、令和７年度は 36.0％であった。第 1次計画策定時（平成 26 年度）以降 40％前後の

横ばいで推移しており、改善傾向は認めず、歯周病の重症化予防のために更なる啓発が必要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 

目標値 

22.9%

20.6%

21.2%

19.8%

20.3%

16.2%

11.4%

11.4%

15.1%

14.6%

13.7%

11.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

歯肉に所見のある人の割合（中・高生）

42.7%

42.5%

47.3%

45.3%
44.4%

45.7%

40.1%

34.6%

40.0%
40.6% 41.0%

36.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

20歳代における歯肉に炎症所見を有する人の割合
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・20歳代における未処置歯を有する人の割合 

〈個別目標〉 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

20 歳代における未処置歯を有する人の

割合の減少 
19.7％ 17.6％ 10％ 

 

 「成人歯科健康診査」の結果によると、「20 歳代における未処置歯を有する人の割合」は、

令和７年度は 17.6％であった。平成 30年度以降、徐々に未処置歯を有する人の割合は減少

しており、早期に治療を受ける人が増加していることや、う蝕を有する人が減少しているこ

とが推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・40 歳代における進行した歯周炎を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

40 歳代における進行した歯周炎を有す

る人の減少 
57.4％ 59.1％ 40％ 

 

「枚方市歯周病検診」の結果によると「40 歳代における進行した歯周炎を有する人の割

合」は、令和７年度は 59.1％で、第 1次計画策定時（平成 26年度）以降、横ばいで推移し

ており改善傾向を認めず、目標値よりも高い値を示す状況が続いている。歯周病は、歯を失

う主な原因であるとともに、様々な全身疾患が関連していることも含めて、歯周病予防につ

いて啓発をする必要がある。 

目標値 

26.7%
25.2%

18.2%

21.7%

19.7%

17.6% 16.9%

17.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

20歳代で未処置歯を有する人の割合
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・40 歳の未処置歯を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

40歳の未処置歯を有する人の減少 30.9％ 26.0％ 20％ 

 

「枚方市歯周病検診」の結果によると「40 歳の未処置歯を有する人の割合」は、令和７

年度は 26.0％で、令和２年度以降は年々減少傾向にはあるが、今後も早期治療の必要性に

ついて啓発をする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 

目標値 

54.8%

55.0%

57.2%

58.2%

63.1%

58.3%

62.1%

58.0%

57.4%

59.0%

57.9%

59.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

40歳代の進行した歯周炎を有する人の割合

41.2%
40.0%

37.8%

41.0%

45.9% 44.2%

35.4%

29.4%

30.9%

24.4%

25.1%

26.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

40歳で未処置歯を有する人の割合
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・40歳で喪失歯のない人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

40歳で喪失歯のない人の割合の増加 78.8％ 78.9％ 87％ 

※現在歯が 28歯（智歯を除く）の人の割合 

 

 「枚方市歯周病検診」の結果によると「40 歳で喪失歯のない人の割合」は、令和７年度

は 78.9％で、第２次計画の策定時値（令和４年度）から横ばいで推移しており、若い世代か

ら定期的に歯科健診を受け、早期に治療することの重要性の啓発が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.8%

82.8%

78.3% 78.9%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

R4 R5 R6 R7

40歳で喪失歯のない人の割合

目標値 
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・歯周病検診受診率の推移 

 平成 28 年度より受診勧奨はがきの個別送付を開始して以来、枚方市歯周病検診の受診率

は令和５年度まで増加傾向であったが、健康増進法の改定を受けて令和６年度に対象年齢を

拡充したことにより受診率の低下を認めたが、令和７年度の受診率は 5.8％で令和６年度と

比べて 0.4ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成 28年度より個別に受診勧奨はがきの送付を開始 

※２ 令和２年度よりナッジ理論を応用した受診勧奨はがきのレイアウトに変更 

 （令和２年度４～６月は、新型コロナウイルス感染症の影響により検診を中止） 

 ※３ 令和６年度より健康増進法の改定をうけて対象年齢に 20・25・30歳を拡充 

 ※４ 令和５年度までと同じ対象年齢（35～70歳）の受診率（参考値） 

 

 歯周病検診の受診者数 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

受診者数 281人 183人 866 人 1,429人 1,621 人 1,725人 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

受診者数 1,689人 2,052人 2,303 人 2,481人 2,781 人 2,981人 

※令和６年度より対象年齢を拡充 

 

 

 

 

 

 

 

0.5% 0.4%

2.0%

3.4%
3.7%

3.9% 3.9%

4.9%

5.8%
6.1%

5.4%
5.8%
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・年齢別歯周病検診の受診率（令和５～７年度の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度に拡充した年齢層（20・25・30歳）の受診率は 3.3～4.2％と受診率が低いが、

令和７年度は令和６年度と比べて本年齢層（20・25・30歳）の受診率は約 0.8ポイント増加

したため、令和７年度の全体の受診率が増加する結果となった。今後も若い世代（20・25・

30 歳）に向けた受診率向上の取り組みが必要と考えられる。 

 

・歯周病検診を受診した人の要精密検査者の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※）令和６年度より歯周病検診の対象年齢に 20・25・30歳を拡充。 

 歯周病検診の受診者数は経年的に増加しているが、検診結果で要精密検査になった人の割

合は経年的に減少している。歯周病が進行している人の割合に改善は認めないが、う蝕（む

し歯）や歯牙の欠損等で治療が必要な人の割合が減少しているため、要精密検査が必要な人

が減少していると推測される。 
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要精密検査者の割合

（※） 
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・歯周病検診において要精密検査となった人の結果把握 

 

歯周病検診を効果的に展開するために、歯周病検診において要精密検査と判定された人の

追跡調査を医療機関や受診者に行い、精密検査結果の把握を行った。また、未受診者に対し

ては電話にて医療機関への受診勧奨を行った。 

 

【歯周病検診の結果（令和７年度）】 

受診者数 異常なし 要指導 要精密検査 

2,981人 255人 643 人 2,083人 

 

【歯周病検診において要精密検査となった人の結果（令和７年度）】 

要精密検査 
受診 

未受診 未把握 
異常なし 歯周病 歯周病以外 

2,083人 16 人 1,628人 165人 176 人 98人 

※要精密検査者の受診率： 86.8％（R8.9現在） 

 

 

■高齢期の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・60 歳代における進行した歯周炎を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

60 歳代における進行した歯周炎を有す

る人の減少 
61.7％ 65.4％ 40％ 

 

「枚方市歯周病検診」の結果によると「60 歳代における進行した歯周炎を有する人の割

合」は、令和７年度は 65.4％で、第１次計画策定時（平成 26年度）より 60％前後で推移し

ており、改善を認めず目標値よりも高い値を示す傾向が続いている。歯の喪失予防のために、

更なる歯周病対策が必要である。 
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・60 歳で未処置歯を有する人の割合 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

60歳で未処置歯を有する人の減少 20.0％ 20.9％ 10％ 

 

「枚方市歯周病検診」の結果によると「60 歳で未処置歯を有する人の割合」は、令和７

年度は 20.9％で、第 1 次計画策定時（平成 26 年度）よりも減少傾向にはあるが、近年は

20％前後で推移しており目標値よりも高い値を示す傾向が続いている。う蝕（むし歯）を放

置すると抜歯の原因となり、口腔内のＱＯＬが低下したりする要因となるため、早期の治療

が必要である。 
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・オーラルフレイル予防 

介護予防普及啓発事業として、口腔機能低下予防（オーラルフレイル予防）を目的とした

オンラインで参加できる「ひらかた口腔講座」を令和５年度より開始した。オンラインでの

参加者は令和５年度よりも 1,100人ほど増加した。 

 

講座実施形態 開催回数 参加延人数 

オンライン 48回 1,829人 

対面講座 3回 40人 

 （対面講座は地域の通いの場で実施） 

 

 

令和７年５月に実施したスマホアンケ

ート「人生会議・フレイルに関するアンケ

ート」で、オーラルフレイルの認知度を問

う設問を設けた。 

 オーラルフレイルという言葉を「よく知

っている」と回答した割合は 25％で、認知

度は低い結果であったため、今後さまざま

な機会を通じて啓発が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 7 年度実績） 

25%

29%

46%

オーラルフレイルという言葉を

知っていますか

よく知っている

聞いたことがあるが、よく知らない

知らないN：２１６０ 
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配慮を要する人の課題と取組                       

枚方市歯科口腔保健計画において、配慮を要する人の分野として【妊産婦・障がい者（児）・

要介護者・有病者】の状況に応じた支援を行うこととしている。 

 

■妊産婦の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・妊産婦歯科健康診査の受診率 

 妊娠中や産後の歯周疾患・口腔疾患の予防、および早期発見・早期対応をはかることを目

的として、妊婦および産後１年未満の産婦を対象として妊産婦歯科健康診査を実施している。 

＜個別目標＞ 

項目名 策定時 

(令和 4年度) 

実績値 

(令和 7年度) 

目標値 

(令和 17年度) 

妊産婦歯科健康診査の受診率の増加 30.6％ 29.5％ 35％ 

 

令和７年度の妊産婦歯科健康診査の受診率は 29.5%で、平成 27年度以降の受診率は約30％

前後で推移しており、平成 29年度以外は 35％に達していない状況であり目標値達成に向け、

妊産婦歯科健康診査受診の必要性についてさらなる啓発に努める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※令和２年度４～６月は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により健診を中止 
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■障がい者（児）の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・障がい者（児）施設歯科健康診査 

歯科口腔保健医療サービスを受けることが困難な人の口腔の健康の保持増進を目的に、障

がい者支援施設、障がい者入所・通所施設、介護保険施設等に入所・通所する障がい者（児）

に対して、歯科健康診査やフッ素塗布及び口腔衛生指導と健康教育を行う障がい者（児）施

設歯科健康診査を実施している。 

〈障がい者（児）施設における歯科健康診査の実施実績〉 

健診実施施設数 健診受診者数 

23施設 156人 

〈障がい者（児）施設における健康教育の実施実績〉 

健康教育実施施設数 健康教育受講者数 

18施設 378人 

歯科健康診査の利用施設は事業当初より 20 施設前後に実施しており、今後も、施設職員

も含めた施設全体での健康への意識を高めることを目的に実施を継続していく。 

 

・障がい者（児）等医療技術者養成講座 

 障がい者（児）の特性を理解した歯科医師と、歯科衛生士を含む歯科医療従事者の育成を

図り、障がい者（児）が地域の歯科医院で歯科医療サービスを受けやすい体制づくりを図る

ため、障がい者（児）等医療技術者養成講座を実施している。（令和６年度より年間４コー

スから２コースへ変更。 令和７年度より講座の養成対象を歯科衛生士だけではなく、診療

に従事する歯科助手等の歯科医療従事者に拡大した） 

実習コース数 歯科医師数 歯科医療従事者数 

２コース ４人 ４人 

 

・障がい児歯科健康診査 

 重症心身障がい児・肢体不自由児・医療的ケア児は、感染予防等の問題により集団での乳

幼児健康診査への来所が難しい状況にある。個別で歯科健康診査を受ける機会を設けること

により、個々に応じた適切な診察、保健指導を行い、歯科疾患の早期発見、早期治療を促進

するとともに、歯科疾患の予防を図ることで、口腔機能の維持向上を図るため、障がい児歯

科健康診査を実施している。 

 

対象 1歳 6 か月児 2歳 6か月児 3歳 6か月児 合計 

対象人数 1人 2人 1人 4人 

受診人数 １人 2人 1人 4人 

  

在宅で生活していて、医療機関において歯科のフォローを受けていない、歯科健康診査が必

要な全ての児に、健康診査の機会を確保するとともに、希望者に対してフッ素塗布を行った。 
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■要介護者の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・在宅訪問歯科健康診査 

 歯科健診を受診するために出向くことが困難な人（希望者）のう蝕（むし歯）、歯周疾患、

義歯の不適合、口腔清掃状態等の状況を改善し、口腔機能の回復を図ることを目的に、在宅

訪問歯科健康診査を実施している。 

 

受診者数 
健診結果 

異常なし 要指導 要治療 

1人 0 1人 0 

 例年、本事業の利用者が少ないため、さらなる周知が必要である。 

 

・保健事業と介護予防の一体的な実施 

高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ） 

歯科レセプトがなく、かつ要介護３以上の認定をうけている等の口腔機能低下ハイリスク

者を対象にアンケートによる状態把握を行うとともに、アンケート結果より口腔機能の低下

が疑われる人や、口腔ケアの状態が不明な人に対して、歯科医師と保健師による個別訪問を

実施した。 

 

 

※訪問の了承が得られた人に対しては、全て個別訪問を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者数 実績 

30人 状態把握者数：13人 訪問者数：1人 【第１，９圏域で実施】 
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■有病者の歯科口腔保健 

【現状と課題】 

・血糖コントロールセミナー 

 糖尿病に関する医学的知識や食事・運動療法についての知識を普及し、参加者が自己管理

や治療の継続、合併症の予防ができるように支援するために、血糖コントロールセミナーを

実施している。 

 

内  容 

第 1回 保健師による病態の話 

管理栄養士による食事の話 

第２回 歯科医師による歯周病の話 

理学療法士による運動の話と実践 

第３回 管理栄養士・保健師・歯科衛生士による個別相談・指導 

※令和５年度より新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止していた、歯科衛生士の歯間 

部清掃用器具の個別清掃指導を再開した。 

【参加人数】           【参加者の HbA1cの数値】 

実施月 延べ人数 

5月コース 34人 

7月コース 23人 

9月コース 44人 

11月コース 36人 

2月コース 47人 

合計 184人 

 

令和２年度以降は、1 コースあたりの参加者延べ人数は 30 人前後で推移していることが

多く、さらなる事業の周知が必要である。 

 令和６年 12 月に唾液中のヘモグロビンを検出する『サリバスター』が体外診断用医薬品

の認可をうけたため、令和７年度から、セミナー３回目の歯科保健指導の際に『サリバスタ

ー』実施して、歯間部清掃用器具を使用することへの動機づけのために活用を開始した。 

 

 サリバスター判定 未実施 

（無歯顎のため） （－） （＋） 陽性率 

人数 16人 36人 69.2％ 3人 

 ※（－）には喫煙者 2人と無歯顎者 2人を含む 

 

 

 

 

HbA1c（NGSP） 男 女 合計 

5.6％未満 1人 0人 1人 

5.6％～6.4％ 8人 20人 28人 

6.5％～7.9％ 15人 15人 30人 

8.0％～ 4人 3人 7人 

不明 0人 0人 0人 

合計 28人 38人 66人 
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■口腔保健支援センターの主な取組 

 

【啓発媒体】 

・ 第２次枚方市歯科口腔保健計画で、特に重点的に取り組むこととしている「かかりつけ

歯科医を持つ人の増加」のために、疾患別による内服薬で気を付けたいポイントをまと

めた啓発チラシを作成 

【参画】 

・ ひらかた健康優良企業に登録しており、希望のあった事業所において歯科健康診査をモ

デル実施して、歯科保健行動の分析をおこなった。（厚生労働省実証実験） 

・ 大学フェアにおいて、学生の希望者に対してスマートフォンを用いた口腔チェック、教

職員の希望者に対しては歯周病リスク検査（アドチェック）を実施して、歯科保健行動

の分析をおこなった。（厚生労働省実証実験） 

【発表・報告】 

・ 令和７年９月に大阪府主催の令和７年度大阪府歯科口腔保健推進研修会において、枚方

市における歯科健（検）診の受診率向上に向けた取組について発表。 

・ 令和７年１０月に第 84 回日本公衆衛生学会総会（静岡）において、『枚方市における乳

幼児歯科健康診査に来所できない児への歯科健康診査の取組』について発表。 

【審議会・連絡会・会議】 

・ 令和８年 1 月 22日に枚方市歯科口腔保健推進連絡会を開催し、保健医療・介護福祉・教

育・栄養などの分野から 13の関係団体の参加があり、令和７年度の取り組み状況と、枚

方市の歯科保健の現状を報告し、意見交換を行った。 

・ 令和７年８月、大阪口腔衛生協会評議員会に参加。 

・ 令和７年８月、近畿地区府県・保健所設置市等 歯科保健主管課長会議（事務局：大阪市）

に参加し、（６府県、４政令市、14中核市が参加）意見交換を行った。 

・ 令和８年２月、歯科口腔保健推進連絡会（大阪府）に参加し、（33 自治体、１保健所が参

加）意見交換を行った。 

・ 令和８年２月、枚方市歯科口腔外科設置病院連絡会を開催し、関係機関と意見交換を行

った。 

【整備】 

・ 災害時の歯科医療体制を確保するために、枚方市歯科医師会に歯科用ポータブルユニッ

トを配備した。 

・ 災害時の応急救護所や避難所における歯科保健活動の体制整備のために、枚方市歯科医

師会の倉庫に歯ブラシ（子ども用含む）を約 500本備蓄した。 
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枚方市口腔保健支援センター 設置運営要項 

 

制定    平成２８年４月１日 

                                              最終改正 令和 6 年４月１日 

（目的） 

第１条 歯科口腔保健の推進に関する法律（平成 23 年法律第 95 号）第 15 条に規定する機 

関として位置づけるとともに、枚方市歯科口腔保健計画（以下「計画」）の推進のため、枚方市口腔

保健支援センター（以下「支援センター」）を設置する。 

（実施主体） 

第２条 支援センターの実施主体は枚方市とする。 

（設置） 

第３条 支援センターは、枚方市健康福祉部健康づくり課に設置する。 

（業務内容） 

第４条 支援センターは第１条の目的を達成するため、次の各号に挙げる業務を行う。 

（１）歯科口腔保健に関する知識等の普及啓発 

（２）定期的に歯科健診を受けること等の勧奨等 

（３）障害者等が定期的に歯科健診を受けること等のための施策等 

（４）歯科疾患予防のための措置等 

（５）口腔の健康に関する調査及び研究の推進等 

（組織） 

第５条 支援センターは、健康福祉部健康づくり課の職員で構成する。 

２ 健康づくり課長は、支援センターを統括する。 

（その他） 

第６条 この要項に定めるもののほか、支援センターの運営に関し、必要な事項は別に定める。 

 

附則 

この要項は、平成２８年４月１日から施行する。 

附則 

この要項は、令和６年４月１日から施行する。 
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２．経年把握している個別目標項目 

 

 

項目 
計画策定時値 

（令和 4 年度） 

現状値 

（令和７年度） 

目標値 

（令和17年度） 
出典元 

乳
幼
児
期 

3 歳児でのう蝕のない児の増加 ９２．４％ ９５．６％ ９５％ 

枚方市母子

保健事業 

実績報告 

３歳児のかかりつけ歯科医を有する

人の増加 
４０．２% ４１．６% ４４% 

3 歳 6 か月

児健康診査

結果 

学
齢
期 

1２歳児でう蝕のない人の増加 ８０．２% ８３．０% ９５% 
枚方市学校

歯科診断 中学校・高校生における歯肉に所見

を有する人の減少 
１５．１% １１．５% １０% 

成
人
期 

20 歳代における歯肉に炎症所見を

有する人の減少 
４０．０％ ３６．０％ １５％ 

成人歯科 

健康診査 
２０歳代における未処置歯を有する

人の減少 
１９．７％ １７．６％ １０％ 

40 歳代における進行した歯周炎を

有する人の減少 
５７．４% ５９．１％ ４０％ 

枚方市 

歯周病検診 

４０歳の未処置歯を有する人の減少 ３０．９% ２６．０％ ２０％ 

40 歳で喪失歯のない人の増加 ７８．８％ ７８．９％ ８７％ 

高
齢
期 

６０歳代における進行した歯周炎を

有する人の減少 
６１．７% ６５．４％ ４０％ 

６０歳の未処置歯を有する人の減少 ２０．０% ２０．９％ 10％ 

妊
産
婦 

妊産婦歯科健康診査受診率の増加 30.6％ ２９．５％ 35％ 

枚方市 

妊産婦歯科

健康診査 
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３．枚方市における歯科保健のあゆみ 

 

年度 母子保健事業 成人・高齢者保健事業 

昭和５８年 １歳６か月児健康診査に歯科健康診査を導入。  

平成４年  成人歯科保健事業の実施（国のモデル事業・対象

は１歳６か月児健康診査の保護者） 

平成５年  成人歯科保健事業を市の単独事業として継続。 

平成９年 ２歳歯科疾患予防教室、３歳６か月児健康診査

を開始。 

 

平成１２年 １歳６か月児健康診査にカリオスタット検査を導

入。 

２歳歯科疾患予防教室の対象年齢及び内容を

変更し、２歳６か月児歯科健康診査として開始。 

 

平成１３年  歯周疾患検診を開始。（対象は４０歳） 

平成１４年  歯周疾患検診を拡充。（対象は５０歳） 

平成１６年  歯周疾患検診を拡充。（対象は６０・７０歳） 

平成１７年  枚方市在宅寝たきり老人等訪問歯科事業を開

始。（府のモデル事業） 

平成１９年 妊産婦歯科健康診査の開始。 歯周疾患検診の拡充。（対象は４０歳から８０歳ま

での５歳刻み） 

平成２０年  歯周疾患検診の拡充。（対象は３５歳） 

平成２３年 １歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査に

フッ素塗布を導入。 

乳幼児健康相談で歯科相談を開始。 

 

平成２５年  成人歯科保健事業の拡充。（対象は２歳６か月児

歯科健康診査の保護者） 

平成２７年  歯周疾患検診の対象（７５・８０歳）を後期高齢者

歯科健康診査としてモデル事業開始。 

「枚方市歯科口腔保健計画」を策定。 

平成２８年 「枚方市口腔保健支援センター」を設置。 

障害者（児）施設歯科健康診査をモデル実施。 

２歳６か月児歯科健康診査にフッ素塗布を導

入。 

歯周疾患検診から歯周病検診に名称を変更。 

（対象は３５歳から７０歳までの５歳刻み） 

後期高齢者歯科健康診査を開始。（対象は７５歳

以上） 

まんてん教室を開始。 

血糖コントロールセミナーに歯科相談を導入。 
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年度 母子保健事業 成人・高齢者保健事業 

平成２９年 障害者（児）施設歯科健康診査を開始。 

平成３０年 「枚方市歯科口腔保健計画」の中間評価を実施。 

 後期高齢者歯科健康診査を大阪府後期高齢者

医療広域連合が実施することに伴い、対象者を

満７５歳以上の生活保護受給者へ変更。 

令和元年 障害者（児）等医療技術者養成講座を開始。 

 病院歯科口腔外科連絡会を開催。 

令和２年 障害児歯科健康診査を開始。 

COVID-１９対策として２歳６か月児健康診査を

中止し、令和２年７月～令和３年３月末まで希望

者に対して歯科相談会を実施。 

血糖コントロールセミナーに歯科医師の講話を追

加。 

歯周病検診の個別案内ハガキの内容を、ナッジ

理論を活用したレイアウトに変更。 

COVID-１９の影響により検診（健診）の受診機

会を逃した人に特例受診券を交付。 

令和３年  高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施

で歯科のハイリスクアプローチを開始。 

令和５年  「ひらかた口腔講座」を開始。（介護予防普及啓

発事業） 

「第２次枚方市歯科口腔保健計画」を策定。 

令和６年 「子どものおくちと食事の相談会」を開始歯が萌

出し始める 0 歳児から未就学児を対象に希望

者に対して開催。 

「かむかむ歯っぴー教室」を開始。 

（1 歳６か月児健康診査を受けた児で希望者に

対して教室を開催） 

歯周病検診の拡充。（２０・２５・３０歳） 

障がい者（児）歯科部の土曜日の診療日を月３

回に拡充。 

口腔保健支援センターが保健センターより市役所本庁３階へ移転。 

まるっとこどもセンターがステーションヒル枚方 6 階へ移転。 

令和７年 「子どものおくちと食事の相談会」と「かむかむ歯

っぴー教室」の内容を統合し歯が萌出し始める

0 歳児から未就学児を対象に「かむかむ歯っぴ

ー教室」を実施。SNS 発信による周知を開始。 

令和 8 年 1 月から、令和 2 年度以降 COVID-

19 の影響により中止していた 2 歳 6 か月児歯

科健康診査での歯垢染色（希望者のみ）を再開。 

災害時の歯科医療体制確保のために、枚方市歯

科医師会に歯科用ポータブルユニットを配備。 

災害時の応急救護所や避難所における口腔衛

生指導のために、枚方市歯科医師会倉庫に歯ブ

ラシ約 500 本を備蓄。 

血糖コントロールセミナーの口腔清掃指導時に

唾液検査薬（サリバスター）を開始。 

 

 


